

























































































られる膜タンパク質 Xpr1 の機能解析などについても研究を進めた。 
 






えている。血液（血清）中のリン酸濃度は、成人では 0.8-1.5 mM の範囲に保たれており、FGF23 や PTH
のようなホルモンによって調節されることがよく知られている。しかしながら、ほ乳類の細胞レベル








ている SPX ドメインを有しており、細胞内のリン酸濃度情報は Pho81 を介して Pho80-Pho85 のキナー
ゼ活性へと変換される。Pho80-Pho85 キナーゼ複合体は，転写因子である Pho4 をリン酸化してその活


















る。2019 年度は、一連の研究を学術論文としてまとめるために、実験結果の検証実験、（特に Pqr1 依
存的な Pho84 のユビキチン化の検証）、およびポリリン酸代謝系の遺伝子破壊株（Ppn1、Ppn2、Ppx1）
が窒素源枯渇下でしめす表現型の解析をおこなった。これらの結果は、現在（2020 年 9 月）、学術雑誌
に投稿中である。 
 
（２）潜在的なリン酸排出因子である分裂酵母 Xpr1 の機能解析 
 リン酸を細胞外から内部に取り組む膜タンパク質である一連のリン酸トランスポーターについては、
細菌、真菌類、植物および動物において詳細な研究がなされているが、細胞内部からリン酸を排出す
る因子に関しては、知見に乏しい。魚類や哺乳類では、XPR1 と呼ばれる 8 回膜貫通型の膜タンパク質
がリン酸排出に関与することが報告されている。XPR1 はヒトの難病である特発性基底核石灰化症の原
因遺伝子であり、医学的な観点からも興味深い因子である。XPR1 は N 末端側にリン酸濃度センサーと
して機能する SPX ドメインを、C 末端側に膜貫通領域を含む EXS ドメインをもつタンパク質であり、真
菌類、植物、動物にオルソログが存在する。興味深いことに、各種の動物においては、XPR1 がリン酸
センサーSPX ドメインを有する唯一のタンパク質であり、動物のリン酸制御における XPR1 の重要性が
予想されている 2。しかしながら、XPR1 の詳細な分子機能、制御機構、関連因子などは、研究が進んで
おらず、出芽酵母のオルソログ（Syg1）に至ってはリン酸排出活性を検証した研究も報告されていな
い。我々は、分裂酵母の XPR1 オルソログ（SPCC1827.07c、以下、Xpr1）に着目し、2019 年度から解析
を開始した。Xpr1 を欠損した遺伝子破壊株（∆xpr1）は、全ての温度で生育可能であったが、リン酸取




















 また、真菌類においては、動物の XPR1 のオルソログが存在することは、それぞれの種のゲノム計画
から明らかとなり、公表もされているが、菌類オルソログが真にリン酸排出因子であるという実験的
な証明はない。分裂酵母 Xpr1 のリン酸排出活性を検証することには意味があり、今後の課題である。 
 
 
（３）リン酸枯渇後の分裂酵母細胞のポリリン量変化と TORC1 活性変動 
















とポリリン酸量が多い∆pqr1 では、野生型よりも TORC1 活性の低下のタイミングが遅かった。以上より、
分裂酵母ではリン酸枯渇後、まず蓄積されていたポリリン酸が消費され、その期間は TORC1 活性は比
較的高く保たれるが、ポリリン酸枯渇後は TORC1 活性も減少し、細胞の飢餓対応が始まると考えられ
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